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介
護
大
学
校
か
ら

【
第
１
期
分
校
】

「
岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
分
校
」（
岐
阜

県
）
は
12
月
６
日
よ
り
介
護
過
程
Ⅲ
の

ス
ク
ー
リ
ン
グ
が
始
ま
り
、
令
和
６
年

１
月
17
日
（
水
）
の
医
療
的
ケ
ア
に
至

る
ま
で
、
分
校
の
職
員
（
有
資
格
者
）

が
講
師
を
担
当
す
る
分
校
主
体
型
で
展

開
し
て
い
ま
す
。

【
第
２
期
分
校
】

▽
し
ょ
う
な
あ
さ
ひ
が
丘
分
校
（
愛
知

県
）
９
月
開
講

▽
飯
島
分
校
（
秋
田
県
）
10
月
開
講

▽
明
尽
苑
分
校
（
千
葉
県
）
12
月
開
講

▽
天
空
の
杜
分
校
（
福
岡
県
）
令
和
６

年
２
月
開
講

▽
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
分
校
（
神
奈

川
県
）お
よ
び
小
野
分
校（
神
奈
川
県
）

は
令
和
6
年
4
月
2
校
合
同
開
講

【
第
３
期
分
校
】

▽
慈
眼
寺
園
分
校
（
鹿
児
島
県
）
令
和

６
年
１
月
開
講

▽
湘
南
く
す
の
木
分
校
（
神
奈
川
県
）

令
和
６
年
１
月
も
し
く
は
２
月
開
講

▽
み
ん
な
と
暮
ら
す
町
分
校
（
神
奈
川

県
）
令
和
６
年
４
月
も
し
く
は
５
月
開

講▽
ゆ
う
分
校（
三
重
県
）令
和
６
年
６
月

開
講

▽
と
こ
ろ
の
苑
分
校
（
埼
玉
県
）
令
和

６
年
７
月
開
講

【
第
５
期
分
校
追
加
募
集
説
明
会
開
催
】

　
11
月
21
日
に
追
加
募
集
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
介
護
大
学
校
の
取
り
組

み
に
対
し
、
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る

施
設
様
・
事
業
所
様
が
増
加
し
て
お
り

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。
合
同
説
明
会
や
個
別

説
明
会
な
ど
、
施
設
様
・
事
業
者
様
の

要
望
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

関
係
線
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
１
月
の
研
修
予
定
】

▽
【
新
規
】
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
基
礎
研
修

１
月
9
日
（
火
）、
１
月
23
日
（
火
）

▽
介
護
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
１

月
11
日（
木
）・
18
日（
木
）・
25
日（
木
）

▽
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策
直

前
講
座
１
月
12
日
（
金
）・
22
日
（
月
）

赤
枝
会
長
　
浅
尾
政
調
会
長
代
理
と
懇
親

11
月
８
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
芙
蓉
の

間
に
お
い
て
浅
尾
慶
一
郎
参
議
院
議
員
・
自
民
党

政
調
会
長
代
理
の
躍
進
の
集
い
（
東
京
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
３
）
が
開
催
さ
れ
た
。
推
進
協
か
ら
は

赤
枝
眞
紀
子
会
長
が
参
加
し
懇
親
を
深
め
た
。

冒
頭
、
自
由
民
主
党
副
総
裁
で
あ
る
麻
生
太
郎

衆
議
院
議
員
の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
浅
尾
議
員
と
、
ロ
バ
ー

ト
・
ア
ラ
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン 

モ
ル
ガ
ン
・
ス

タ
ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
証
券
シ
ニ
ア
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、近
藤
誠
一
近
藤
文
化
・
外
交
研
究
所
代
表
、

渡
部
恒
雄
笹
川
平
和
財
団
・
上
席
研
究
員
の
４
名

に
よ
り
、
昨
今
の
世
界
経
済
情
勢
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
近
藤
代
表
に
は
文
化

庁
長
官
の
経
験
を
踏
ま
え
、
日
本
文
化
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

浅
尾
議
員
は
か
ね
て
よ
り
赤
枝
雄
一
前
会
長
が

落
選
中
も
応
援
を
続
け
、
交
流
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
９
月
22
日
付
け
で
自
民
党
政
務
調
査
会
長

代
理
に
就
任
し
て
い
る
。

11
月
８
日
、
自
民
党
政
調
会
長
代
理
の
躍
進
の
集
い
に
て
、

浅
尾
慶
一
郎
参
議
院
議
員
と
懇
親
を
深
め
た
赤
枝
眞
紀
子
会
長

　
２
０
２
４
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に

向
け
て
話
し
合
う
厚
生
労
働
省
の
介
護

給
付
費
分
科
会
は
12
月
４
日
、
省
令
事

項
の
改
正
が
必
要
な
運
営
基
準
の
改
正

案
を
審
議
し
、
大
筋
で
了
承
し
た
。

　
厚
労
省
は
同
分
科
会
に
「
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
の
改
正
等
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
文

案
を
提
示
。
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老

健
）
と
介
護
医
療
院
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
み
な
し
指
定
▽

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
（
看

多
機
）
の
「
通
い
」「
泊
ま
り
」
に
看

護
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
る
旨
の
明
確
化

▽
福
祉
用
具
の
貸
与
・
販
売
の
選
択
制

に
お
け
る
利
用
者
や
家
族
へ
の
十
分
な

説
明
の
義
務
付
け
▽
居
宅
介
護
支
援
に

お
い
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
少
な
く
と

も
２
カ
月
に
一
度
は
利
用
者
宅
を
訪
問

す
る
こ
と
を
前
提
に
テ
レ
ビ
電
話
な
ど

を
使
っ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
可
能
と
す

る
、
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

生
産
性
向
上
と
職
場
環
境
改
善

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
養
）
な
ど

施
設
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
「
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
の
管
理
者
は
、
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
施
設
管
理
者
研
修
を
受
講
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記

さ
れ
た
。「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
の
向

上
」
が
う
た
わ
れ
る
半
面
、
大
き
な
役

割
を
果
た
す
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に
関

す
る
言
及
は
な
く
、
管
理
者
の
研
修
受

講
も
〝
努
力
義
務
〟
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
に
向
け

た
観
点
で
は
、
利
用
者
の
安
全
や
介
護

の
質
の
確
保
、
介
護
職
員
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
方
策
を
検
討
す
る
委
員
会

の
設
置
を
３
年
の
経
過
措
置
期
間
を
設

け
た
上
で
義
務
付
け
る
。
併
せ
て
生
産

性
向
上
に
先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

特
定
施
設
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）
に
つ

い
て
、
現
行
の
人
員
配
置
基
準
で
あ
る

「
３
対
１
」
を
「
３
対
０
・
９
以
上
」

に
緩
和
す
る
特
例
を
設
け
る
。

　
職
場
環
境
の
改
善
に
関
し
て
は
、
先

だ
っ
て
11
月
30
日
の
同
分
科
会
で
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
に
向
け
、
現
行
で
３

種
類
あ
る
加
算
を
組
み
合
わ
せ
る
形
で

「
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
」（
新
名

称
）
に
一
本
化
す
る
こ
と
が
厚
労
省
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
る
。
職
場
環
境
改
善

や
資
格
・
経
験
に
応
じ
た
賃
金
体
系
の

整
備
な
ど
に
応
じ
て
４
段
階
の
加
算
区

分
を
設
け
る
。
特
養
で
は
７
・
６
～

12
・
６
％
の
加
算
率
が
予
定
さ
れ
る
。

　
運
営
基
準
改
正
案
に
対
し
て
委
員
か

ら
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
テ
レ
ビ
電

話
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
認
め
る
こ

と
な
ど
一
部
の
論
点
に
つ
い
て
「
見
切

り
発
車
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
た
。
厚
労
省
は
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
一
連
の
手
続
き
を
経
て

来
年
１
月
に
省
令
公
布
、
同
４
月
な
い

し
６
月
に
施
行
す
る
と
し
て
い
る
。

多
床
室
の
室
料
負
担
に
反
対
論

　
ま
た
厚
労
省
は
同
日
、
24
年
度
改
定

の
〝
目
玉
〟
と
み
な
さ
れ
て
い
た
新
た

な
介
護
人
材
確
保
対
策
と
し
て
の
「
訪

問
」
と
「
通
所
」
を
組
み
合
わ
せ
た
新

し
い
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
見
送

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。「
実
証
的

な
実
施
調
査
は
行
っ
て
き
て
お
ら
ず
、

個
別
の
要
件
設
定
や
規
制
緩
和
の
効
果

等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
議
論
が
行
え

て
い
な
い
状
況
」
を
理
由
に
挙
げ
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
に
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
で

も
「
地
域
で
の
協
働
を
か
え
っ
て
阻
害

す
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
お
り
、

同
日
の
会
合
で
も
「
妥
当
な
判
断
だ
」

と
す
る
声
が
多
数
を
占
め
た
。

　
さ
ら
に
「
多
床
室
」
の
室
料
負
担
が

議
論
の
的
と
な
っ
た
。
厚
労
省
は
介
護

医
療
院
と
老
健
の
療
養
型
、
そ
の
他
型

で
は
死
亡
退
所
が
多
く
事
実
上
の
生
活

の
場
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
と
し
て

一
定
の
所
得
が
あ
る
入
所
者
に
室
料
負

担
導
入
を
提
案
。「
在
所
日
数
が
一
定

以
上
の
入
所
者
に
は
室
料
負
担
を
求
め

る
べ
き
だ
」
と
い
う
声
が
あ
る
一
方
、

「
カ
ー
テ
ン
に
よ
る
仕
切
り
の
み
で

６
・
４
～
８
平
方
㍍
の
狭
い
空
間
を

〝
生
活
の
場
〟
と
は
呼
べ
な
い
」
な
ど

と
し
て
反
対
す
る
意
見
が
目
立
っ
た
。

　
昨
年
末
に
介
護
保
険
部
会
が
ま
と
め

た
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
」
で
は
、
在
宅
と
の
負
担
の
公

平
な
ど
を
踏
ま
え
、
介
護
給
付
費
分
科

会
で
「
次
期
計
画
に
向
け
て
結
論
を
得

る
」
と
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
12
月
５

日
、
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
示

さ
れ
た
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
に
向

け
た
改
革
工
程
の
素
案
は
「
多
床
室
の

室
料
負
担
の
見
直
し
」
を
24
年
度
に
実

施
す
る
取
り
組
み
と
し
て
明
記
し
た
。

新
た
な
人
材
確
保
対
策
創
設
な
ら
ず

介
護
給
付
費
分
科
会「
運
営
基
準
」改
正
案
を
審
議

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
導
入
見
送
り

個室ユニット型施設個室ユニット型施設
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尾
島
の
視
点

叔
父
の
教
え

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
、
私
は
未
経
験

者
と
し
て
介
護
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。

介
護
に
関
す
る
知
識
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

右
往
左
往
を
し
て
い
た
新
人
時
代
が
今

で
も
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

あ
る
日
、
叔
父
が
私
に
こ
う
尋
ね
て

き
ま
し
た
。「
ど
う
だ
ね
、
介
護
の
仕

事
は
？
」
私
は
叔
父
に
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。「
暴
力

行
為
の
あ
る
利
用
者
さ
ん
が
い
て
ね
、

職
員
は
皆
、
そ
の
方
と
距
離
を
置
い
て

い
る
の
。
あ
な
た
も
殴
ら
れ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
な
さ
い
、
危
な
い
か
ら
。

何
で
あ
ん
な
暴
力
を
振
る
う
人
の
お
世

話
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
し

ら
。
そ
ん
な
話
を
先
輩
職
員
か
ら
聞
い

て
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
わ
か
ら
な

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」
と
。
す
る
と
叔
父

は
、「
私
は
い
つ
も
仕
事
を
し
な
が
ら

心
が
け
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
は
、

罪
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
っ
て
こ
と
。

あ
な
た
も
介
護
の
仕
事
を
し
て
い
る
な

ら
、
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
護

り
な
さ
い
。
そ
の
人
も
決
し
て
暴
力
を

振
る
い
た
い
訳
で
は
な
い
と
思
う
よ
。

な
ぜ
、
そ
ん
な
行
動
に
出
る
の
か
、
よ

く
考
え
て
ご
ら
ん
。
憎
む
の
は
そ
の
人

で
は
な
く
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
原
因
こ

そ
罪
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
」

叔
父
は
弁
護
士
で
す
。
法
の
下
の
平

等
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
思
い
を
誰

よ
り
も
強
く
抱
い
て
い
ま
す
。「
罪
を

憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず
」。
そ
の
日
以
来
、

私
は
暴
力
行
為
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
利

用
者
さ
ん
に
笑
顔
で
接
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
日
々
諦
め
ず
に
接
し
た

と
こ
ろ
、
利
用
者
さ
ん
も
笑
顔
を
返
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
介
護
職
と
し
て
、
ど
う
利

用
者
さ
ん
に
向
き
合
え
ば
よ
い
と
考
え

ま
す
か
。
叔
父
の
教
え
は
「
介
護
の
基

本
」
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
注
目
研
修
　

▽
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地
研
修

施
設
選
定
調
査
票
50
項
目
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催
準
備
中

（
令
和
６
年
１
月
よ
り
開
催
予
定
）

※
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
予
定

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
向
上
、
普
及
促
進
へ

介
護
給
付
費
分
科
会

①コロナが改善すれば、他の施設を見学したいか
・見学したい（県内）　　　　　　　31%
・見学したい（県外施設も少し）　　21%
・見学したい（県内、県外半々）　　31%
・見学したい（主に県外）　　　　　 7%
・見学したいと思わない　　　　　　10%

②他施設への見学は迷惑をかけないか心配
・心配である　　　97%
・心配でない　　　 3%

③他施設から自施設への見学について困るか
　・困らない　　　79%
　・困る　　　　　21%

　相互に施設見学をすることについ
て、９割超が希望する結果となった。

　「同じ職種同士の交流の場があると、悩みの共有・相談などできる。
特に他施設の介護職・看護職とはなかなか交流の機会がないため、刺激
になると思う」や、「自施設での取り組みの再検討や改善、見直し、職

施設相互視察に関するアンケート調査の概要施設相互視察に関するアンケート調査の概要
　推進協は会員施設へ新規事業として「施設相互視察」に関するアンケート調査を行った。

９割の施設が見学をしたいと答えた。
見学のニーズが高いことがうかがえる。

これらの事から、「自施設に来てもらうのは構わないが、他施設に行くことは迷惑になる
のではないか」と考える施設が多く、ミスマッチが起きている状況がうかがえる。

員のやりがいや刺激に繋がることを期待する」というコメントも寄せら
れている。
　推進協ではアンケートの結果を受け、多くの施設が希望する施設見学
を実施するため、両者を取り持つ事業を、来年度にも新たに実施したい
としている。

相互の施設見学を検討

　
24
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
議

論
す
る
厚
労
省
の
介
護
給
付
費
分
科
会
は

11
月
16
日
、介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
養
）

や
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
な
ど
施

設
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
改
定
の
方
向
性

を
話
し
合
っ
た
。

　
特
養
に
つ
い
て
厚
労
省
か
ら
示
さ
れ
た

論
点
は
①
緊
急
時
の
医
療
提
供
体
制
の
整

備
等
②
透
析
が
必
要
な
入
所
者
の
送
迎
・

付
き
添
い
の
評
価
③
小
規
模
介
護
老
人
福

祉
施
設
等
の
基
本
報
酬
の
見
直
し
④
小
規

模
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
配
置
基
準
の
緩

和
⑤
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
向
上
・
普
及
促

進
―
―
の
計
５
つ
。
①
の
論
点
で
は
、
特

養
の
配
置
医
師
が
不
在
時
に
急
変
時
対
応

が
難
し
く
、
３
割
の
施
設
が
原
則
救
急
搬

送
と
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
朝
・
夜
間
や
深
夜
に
限
ら
れ
て
い
る
配

置
医
師
緊
急
時
対
応
加
算
に
つ
い
て
、
日

中
の
駆
け
つ
け
対
応
を
評
価
で
き
る
よ
う

に
す
る
見
直
し
が
提
案
さ
れ
た
。
②
は
日

常
的
な
観
察
や
通
院
の
送
迎
が
必
要
な
人

工
透
析
患
者
に
つ
い
て
、
７
割
の
施
設
が

「
入
所
を
断
る
」
方
針
で
あ
る
こ
と
へ
の

対
応
案
と
し
て
示
さ
れ
、
お
お
む
ね
肯
定

的
に
受
け
と
め
ら
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
義
務
化
見
送
り

　

⑤
の
論
点
で
厚
労
省
は
、
ユ
ニ
ッ
ト

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
受
講
促
進
に
向
け
て
研

修
実
施
主
体
の
都
道
府
県
に
対
し
、
複
数

の
研
修
実
施
団
体
に
委
託
で
き
る
こ
と
を

周
知
す
る
▽
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管
理
者

研
修
の
受
講
を
努
力
義
務
と
す
る
▽
昼
間

は
１
ユ
ニ
ッ
ト
に
１
人
と
さ
れ
る
職
員
配

置
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
ユ
ニ
ッ
ト

間
の
勤
務
（
２
ユ
ニ
ッ
ト
一
体
運
用
）
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
―
―
と

い
う
３
点
を
提
案
し
た
。
２
ユ
ニ
ッ
ト
一

体
運
用
は
人
員
削
減
な
ど
〝
合
理
化
〟
を

目
的
と
し
た
方
策
で
は
な
い
が
、
こ
の
日

の
会
合
で
は
委
員
か
ら
「
一
人
一
人
と
の

〝
馴
染
み
の
関
係
〟
が
維
持
で
き
る
よ
う

十
分
な
検
討
を
」「
人
材
不
足
へ
の
対
応

で
は
な
い
か
。
昼
間
で
も
２
ユ
ニ
ッ
ト
を

１
人
で
見
る
こ
と
に
な
る
な
ら
反
対
だ
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
質
向
上
・
普
及
促
進

の
た
め
に
は
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

義
務
化
な
ど
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
方
策
が

求
め
ら
れ
る
が
、
今
回
の
厚
労
省
提
案
に

は
盛
り
込
ま
ず
、
管
理
者
研
修
も
〝
努
力

義
務
〟
に
と
ど
ま
っ
た
。
深
刻
さ
を
増
す

一
方
の
人
材
不
足
問
題
へ
の
対
応
と
し
て

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
や

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
を
含
む
介
護
職
員
一

人
一
人
の
ス
キ
ル
を
上
げ
る
こ
と
が
生
産

性
向
上
に
つ
な
が
る
と
の
観
点
も
あ
る
だ

け
に
、
一
層
の
議
論
の
深
化
が
求
め
ら
れ

る
。

「
介
護
は
国
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
」

　
同
日
の
分
科
会
で
は
今
年
５
月
に
行
わ

れ
た
介
護
事
業
経
営
実
態
調
査
（
実
調
）

の
結
果
が
示
さ
れ
た
。
昨
年
度
決
算
に
基

づ
く
税
引
き
前
収
支
差
率
（
黒
字
率
、
補

助
金
を
含
ま
な
い
）
は
特
養
が
マ
イ
ナ
ス

１
・
０
％
、
老
健
が
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％

と
、
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
か
ら
と
も
に

初
め
て
の
赤
字
に
落
ち
込
ん
だ
。
全
国
老

施
協
参
与
の
古
谷
忠
之
委
員
は
「
施
設
の

経
営
努
力
で
は
追
い
つ
か
な
い
」
と
し
て

基
本
報
酬
の
増
額
と
職
員
の
処
遇
改
善
を

求
め
た
。

　
一
方
、
実
調
で
は
全
サ
ー
ビ
ス
平
均
で

は
プ
ラ
ス
２
・
４
％
の
収
支
差
率
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
健
保
連
常
務
理
事
の
伊
藤

悦
郎
委
員
は
「
現
役
世
代
は
こ
れ
以
上
の

負
担
増
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
ト
ー
タ
ル

の
報
酬
を
上
げ
る
環
境
に
は
な
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
日
本
医
師
会
常
任
理
事
の
江

澤
和
彦
委
員
は
「
介
護
は
国
の
重
要
イ
ン

フ
ラ
。
基
本
報
酬
を
含
め
た
介
護
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
が
必
要
だ
」
と
訴
え
た
。

特
養
な
ど
報
酬
改
定
の
方
向
性
を
議
論

21％困る困る

困らない困らない 79％79％

（N＝61）

97％

3％

心配である

心配でない心配でない

（N＝61）

31％

21％

31％

7％
10％

見学したい
（県外施設も少し）
見学したい
（県外施設も少し）

見学したい
（県内、県外半々）
見学したい
（県内、県外半々）

見学したい
（主に県外）
見学したい
（主に県外） 見学したい

（県内）

思わない思わない

（N＝61）
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【
普
段
の
生
活
】

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
が
中
心

と
な
り
、
入
居
者
様
の
生
活
全

般
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ユ
ニ
ッ
ト
で

み
ら
れ
る
日
常
の
様
子
を
一
部

紹
介
い
た
し
ま
す
。
日
中
ご
自

分
の
部
屋
で
編
み
物
を
し
て
過

ご
さ
れ
る
方
、
新
聞
を
隅
々
ま

で
ゆ
っ
く
り
読
ま
れ
る
方
、
職

員
と
一
緒
に
洗
濯
物
を
畳
ん
で

く
だ
さ
る
方
、
中
に
は
お
好
き

な
将
棋
を
楽
し
ま
れ
る
入
居
者

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ど

こ
に
で
も
あ
る
日
常
の
風
景
で

す
が
、
皆
様
が
入
居
さ
れ
る
前

か
ら
当
た
り
前
に
さ
れ
て
い
た

生
活
が
入
居
後
も
送
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
職
員
は
入
居
者
様

が
で
き
る
事
を
見
守
る
姿
勢
で

日
々
接
し
て
お
り
ま
す
。

新聞を読む方 将棋を楽しむ方

【
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
お
祭
り
】

そ
れ
ぞ
れ
の
ユ
ニ
ッ
ト
職
員

が
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
毎
月
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
の
一
つ
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

の
イ
ベ
ン
ト
は
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
興
味
を
持
た
れ
る
入
居
者

様
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
衣
装
で
職
員

が
仮
装
し
、
入
居
者
様
と
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

名
古
屋
市
の
北
東
部
に
隣
接

す
る
春
日
井
市
の
中
央
に
位
置

し
、
田
園
も
多
く
の
ど
か
な
地

域
に
建
っ
て
お
り
ま
す
。
建
物

は
2
階
～
4
階
が
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
20
床
を
含
む
特
養
１
０
０

床
（
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
）、

5
階
が
養
護
老
人
ホ
ー
ム
60
床

（
全
て
個
室
）
の
複
合
施
設
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
1
階
事
務

共
有
部
に
は
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

を
有
し
て
お
り
、
施
設
内
の
イ

ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

方
の
催
し
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

に
も
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

【施設概要】
住所 ： 愛知県春日井市庄名町918-1
電話 ： 0568-29-9922　　　 ＦＡＸ ： 0568-29-9031
ＵＲＬ ： https://www.asahigaoka-fukushi.or.jp
【特養】100名（10ユニット）介護大学校(実務者研修養成施設)
【ショートステイ】20名（2ユニット）　 【養護】60名～ 共生 ～

特別養護老人ホームしょうなあさひが丘愛知県 社会福祉法人
春 生 会

【
地
元
の
名
物
】

全
国
の
約
8
割
の
シ
ェ
ア
を

ほ
こ
る
サ
ボ
テ
ン
が
有
名
で
、

サ
ボ
テ
ン
関
連
の
和
洋
菓
子
や

麺
類
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平

安
時
代
の
能
書
家
で
あ
る
小
野

道
風
生
誕
の
地
と
し
て
も
有

名
。
道
風
記
念
館
は
全
国
的
に

も
数
少
な
い
書
専
門
の
美
術
館

で
す
の
で
、
ご
興
味
が
あ
れ
ば

お
立
ち
寄
り
を
。

【
法
人
理
念
】

『
共
生
』
を
法
人
理
念
と
し
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考

え
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
様
、

入
居
者
様
、
ご
家
族
、
地
域
の

皆
さ
ま
が
、
安
全
、
安
心
に
、

そ
し
て
将
来
に
希
望
を
持
っ
て

暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
、
社
会
づ

く
り
へ
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ロ
ウ
ィ
ン
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
一
緒
に
写
真
撮
影
も
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
は
、
お
や
つ
と

し
て
焼
き
芋
に
バ
ニ
ラ
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
添
え
て
提
供
し

た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ま
に
大
変
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

【
進
藤
元
博
施
設
長
か
ら
】

▽
真
の
個
別
ケ
ア
に
向
け
て

新
し
く
ご
入
居
さ
れ
る
方
に

お
き
ま
し
て
は
、
ア
セ
ス
メ
ン

ト
情
報
に
加
え
、
ご
自
宅
で
の

暮
ら
し
や
習
慣
、
更
に
施
設
独

自
の
『
私
の
生
活
史
シ
ー
ト
』

を
ご
家
族
と
一
緒
に
で
き
る
限

り
詳
し
く
聞
き
取
り
を
行
う
こ

と
で
、
不
安
な
お
気
持
ち
で
施

設
へ
入
居
さ
れ
た
後
で
も
、
家

族
の
よ
う
に
温
か
く
接
し
、
習

慣
や
お
好
き
な
こ
と
が
継
続
し

て
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
時
折

イ
ベ
ン
ト
や
外
出
な
ど
四
季
を

感
じ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

で
、
楽
し
み
や
安
ら
ぎ
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、「
こ
の
施
設
で

暮
ら
せ
て
良
か
っ
た
」
と
、
心

か
ら
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。

【
施
設
の
紹
介
】

施設外観

～ 「和して敬い、真の心で寄り添う介護を実践する」

東
に
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
恵
那
山
、
北
に
御
嶽
山
、
西

に
笠
置
山
を
望
み
、
南
に
は
底

深
く
木
曽
川
が
流
れ
る
風
光
明

媚
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
施
設

周
辺
に
は
、
栗
畑
、
田
畑
が
広

が
り
、
風
水
害
の
影
響
を
き
わ

め
て
受
け
に
く
い
環
境
に
立
地

し
て
い
ま
す
。
坂
道
の
多
い
地

域
で
車
が
主
な
移
動
手
段
の
た

め
一
見
大
変
な
田
舎
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
車
で
3
分
ほ
ど

の
所
に
衣
料
品
店
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が

揃
っ
て
い
ま
す
。

【
地
元
の
名
物
】

江
戸
時
代
は
苗
木
藩
の
中
心

に
あ
り
岩
を
基
盤
と
し
た
城
で

有
名
な
苗
木
城
址
が
あ
り
ま

す
。
城
址
か
ら
「
苗
木
さ
く
ら

公
園
」
一
帯
は
花
見
や
山
菜
採

り
、
遠
足
で
賑
わ
い
ま
す
。
展

望
台
か
ら
は
、
恵
那
山
を
正
面

に
中
津
川
の
町
が
見
下
ろ
せ
ま

す
。
五
平
餅
、
朴
葉
寿
司
、
栗

き
ん
と
ん
な
ど
が
名
物
で
す
。

【施設概要】
住所 ： 岐阜県中津川市苗木４００２番地
電話 ： 0573-62-1250　　　 ＦＡＸ ： 0573-62-1253
ＵＲＬ ： http://fukurounomori.jp/
【特養】90名（9ユニット）
【ショートステイ】10名（1ユニット）　

特別養護老人ホームふくろうの杜岐阜県 社会福祉法人
和敬会倶楽部

【
施
設
理
念
】

「
和
し
て
敬
い
、
真
の
心
で

寄
り
添
う
介
護
を
実
践
す
る
」

「
福
祉
に
勤
し
む
こ
と
で
社
会

に
参
加
す
る
」
を
掲
げ
、
入
居

者
様
の
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し

を
目
指
し
、
家
族
様
と
多
職
種

の
職
員
が
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
知

識
と
技
術
を
尽
く
し
て
看
取
り

ま
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

【
ベ
ラ
ン
ダ
で
野
菜
や
花
の
栽
培
】

在
宅
時
か
ら
畑
で
野
菜
を

作
っ
て
い
た
方
や
、
花
の
好
き

な
方
に
よ
る
ベ
ラ
ン
ダ
で
の
野

菜
や
花
の
栽
培
が
そ
の
方
々
の

日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ベランダ菜園

職
員
は
必
要
な
と
こ
ろ
を
支

援
し
ま
す
。
野
菜
の
成
長
や
色

と
り
ど
り
の
花
を
見
て
他
の
入

居
者
様
や
職
員
も
癒
し
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
家
に
帰
り
た

く
な
る
入
居
者
様
に
は
、「
花

を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
か
」
な

ど
と
お
誘
い
し
落
ち
着
い
て
い

た
だ
け
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

【
五
平
餅
会
】

新
米
の
採
れ
る
時
期
に
必
ず

行
う
の
が「
五
平
餅
会
」で
す
。

コ
ロ
ナ
前
は
、
入
居
者
様
の
家

族
会
が
主
催
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト

ご
と
に
入
居
者
様
と
家
族
様
、

家
族
様
同
士
の
交
流
会
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
、
職
員
の
知
人
の
五
平
餅
屋

さ
ん
に
依
頼
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
の

ベ
ラ
ン
ダ
で
焼
い
て
提
供
し
て

い
ま
す
。
五
平
餅
の
た
れ
の
香

ば
し
い
匂
い
が
施
設
中
に
漂

い
、
日
ご
ろ
は
お
粥
を
食
べ
て

い
る
方
も
、
食
欲
の
な
い
方
も

３
本
ほ
ど
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て

し
ま
わ
れ
ま
す
。

【
上
田
範
子
理
事
長
兼
統
括
施

設
長
か
ら
】

▽
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
創
る

　
地
域
の
在
宅
医
療
に
携
わ
る

前
理
事
長
が
、
安
心
し
て
笑
顔

で
暮
ら
せ
る
施
設
を
造
り
た
い

と
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
自
ら
学
び

開
設
し
た
ふ
く
ろ
う
の
杜
。
入

居
者
様
が
楽
し
み
を
見
つ
け
、

役
割
を
感
じ
な
が
ら
自
宅
の
離

れ
と
し
て
家
族
様
と
と
も
に
最

期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
支
援
し

て
い
け
る
施
設
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
ま
た
心
の
拠
り
所
と
し

て
観
音
様
と
お
薬
師
様
を
お
迎

え
し
亡
く
な
ら
れ
た
入
居
者
様

と
職
員
・
役
員
の
冥
福
を
祈

り
、
家
族
会
や
家
族
Ｏ
Ｂ
会
の

方
々
と
共
に
７
月
の
開
設
記
念

の
際
に
法
要
を
執
り
行
っ
て
い

ま
す
。

【
施
設
の
紹
介
】

施設外観

「福祉に勤しむことで社会に参加する」 ～

ハロウィンのお祭り

朴葉寿司栗きんとん

五平餅コロナ前の家族交流会
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推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

�

　
栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
介
護
職
員
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
70

歳
の
女
性
が
応
募
し
て
き
ま
し
た
。
時

間
や
曜
日
に
制
限
が
な
く
勤
務
が
可
能

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
当
施

設
の
定
年
は
65
歳
で
す
。
定
年
年
齢
を

越
え
た
職
員
の
採
用
は
行
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
職
員

を
採
用
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
こ
れ
か
ら
の
人
手
不
足
を
考
え
た
場

合
、
私
的
に
は
、
労
働
人
口
年
齢
は
実

質
上
昇
し
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
人
手

不
足
を
外
国
人
の
み
で
補
う
こ
と
は
、

令
和
6
年
度
か
ら
の
外
国
人
技
能
実
習

制
度
等
を
考
え
た
場
合
で
も
限
界
が
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
よ

う
な
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
健
康
上

の
こ
と
な
ど
に
配
慮
し
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・�

1
年
以
内
の
有
期
契
約
職
員
と
し
て

採
用
し
、
契
約
が
更
新
継
続
さ
れ
た

場
合
、
将
来
的
に
有
期
契
約
か
ら
無

期
転
換
と
す
る
か
ど
う
か

・�

体
調
不
良
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
協

介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

10
月
26
日
〜

11
月
25
日

事
務
局
か
ら

　
年
末
の
大
掃
除
が
い
つ
も
大
変
な
の
で

今
年
は
11
月
か
ら
少
し
ず
つ
始
め
て
み
ま

し
た
。
実
は
掃
除
の
裏
技
の
よ
う
な
も
の

が
大
好
き
で
昔
か
ら
テ
レ
ビ
を
見
る
と
直

ぐ
に
試
し
て
み
ま
す
。
今
回
は
私
が
試
し

た
「
汚
れ
落
と
し
が
面
倒
な
箇
所
の
掃
除

法
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▽
電
子
レ
ン
ジ

コ
ッ
プ
に
お
水
半
分
と
お
酢
を
半
分
入
れ

て
ラ
ッ
プ
を
せ
ず
に
５
分
加
熱
。
10
分
～

15
分
位
ド
ア
を
開
け
ず
に
蒸
ら
す
。
そ
の

後
か
た
く
絞
っ
た
布
巾
で
拭
く
。
レ
ン
チ

ン
し
て
汚
れ
を
温
め
て
あ
る
の
で
通
常
よ

り
楽
！

▽
シ
ン
ク
と
水
道
の
蛇
口

ク
エ
ン
酸
水
（
水
２
０
０
ml
に
小
さ
じ
1

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

定
年
年
齢
を
越
え
た
職
員
の
採
用

■
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
の
利
益
率
が
３
・

７
％
に
下
落
（
10
月
30
日
）

福
祉
医
療
機
構
は
22
年
度
の
「
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
経
営
状
況
（
速
報

値
）
に
つ
い
て
」
を
公
表
。
サ
ー
ビ
ス

活
動
増
減
差
額
比
率（
利
益
率
）は
従
来

型
特
養
で
わ
ず
か
０
・
５
％
と
な
り
、

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
も
３
・
７
％
に
下
落

し
た
。12
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
５
・
２
％
、

８
・
４
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
過
去
10

年
で
最
低
水
準
に
落
ち
込
ん
だ
。

■
厚
労
相
　
介
護
職
の
賃
上
げ
は
「
２

段
構
え
」
で
（
10
月
31
日
）

武
見
厚
労
相
は
閣
議
後
会
見
で
介
護

職
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
当
面

の
手
当
て
と
し
て
の
経
済
対
策
に
続
け

て
３
年
後
を
見
通
し
た
介
護
報
酬
改
定

が
つ
な
が
る
と
述
べ
、「
２
段
構
え
で

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
答
え
た
。

■
財
務
省
　
介
護
保
険
料
の
見
直
し
な

ど
の
改
革
を
提
言
（
11
月
１
日
）

財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
制
度
分
科

会
に
提
出
し
た
資
料
で
、
介
護
報
酬
改

定
を
巡
り
負
担
能
力
に
応
じ
た
１
号
保

険
料
の
引
き
上
げ
や
利
用
者
２
割
負
担

の
範
囲
拡
大
な
ど
を
方
向
性
と
し
て
盛

り
込
ん
だ
。

■
介
護
職
の
賃
上
げ
を
盛
り
込
ん
だ
経

済
対
策
を
閣
議
決
定
（
11
月
２
日
）

政
府
は
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め

の
総
合
経
済
対
策
」を
閣
議
決
定
し
た
。

介
護
分
野
の
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上

げ
を
「
喫
緊
の
課
題
」
と
位
置
づ
け
た

上
で
、
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
対
応
を

見
据
え
つ
つ
「
必
要
な
財
政
措
置
を
早

急
に
講
ず
る
」
と
し
た
。

■
厚
労
省
　
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に

関
わ
る
加
算
を
一
本
化
（
11
月
６
日
）

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
、
介
護
職

員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
、
介
護
職
員

等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
に
つ
い

て
、
制
度
が
複
雑
で
事
務
が
煩
雑
と
の

指
摘
が
あ
る
と
し
て
同
日
の
介
護
給
付

費
分
科
会
で
「
一
本
化
」
を
提
案
し
、

お
お
む
ね
了
承
さ
れ
た
。

■
新
し
い
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
は
地

域
密
着
型
で
（
11
月
６
日
）

訪
問
と
通
所
と
組
み
合
わ
せ
た
新
し

い
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て

厚
労
省
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と

位
置
付
け
る
な
ど
制
度
の
骨
格
を
介
護

給
付
費
分
科
会
で
示
し
た
。

■
推
進
協
　
静
岡
支
部
が
研
修
会
と
見

学
会
を
開
催
（
11
月
7
日
）

会
員
他
も
合
わ
せ
約
20
名
が
参
加

し
、従
来
型
施
設
か
ら
新
築
移
転
さ
れ
、

新
た
に
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
と
し
て

整
備
さ
れ
た
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
空
園
」
を
見
学
し
、
運
営
法
人
で
あ

る
八
生
会
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
へ
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

■
経
営
実
態
調
査
　
特
養
の
収
支
差
益

が
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
（
11
月
10
日
）

厚
労
省
は
今
年
度
実
施
し
た
「
介
護

事
業
経
営
実
態
調
査
」
の
結
果
案
を
介

護
給
付
費
分
科
会
の
介
護
事
業
経
営
調

査
委
員
会
に
報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
や
物
価
対
策
に
関
す
る
補

助
金
を
除
く
と
、
22
年
度
決
算
で
特
養

は
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
％
と
な
っ
た
。
老

健
は
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
と
な

り
、と
も
に
初
め
て
赤
字
に
転
落
し
た
。

■
武
見
厚
労
相
　
介
護
職
「
月
６
０
０

０
円
」
賃
上
げ
に
言
及
（
11
月
14
日
）

介
護
職
員
を
対
象
に
月
額
平
均
６
０

０
０
円
相
当
の
賃
上
げ
を
行
う
処
遇
改

善
支
援
事
業
を
含
む
補
正
予
算
案
が
11

月
10
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
会
見
で
問
わ
れ
、「
必
要
な
予
算

を
盛
り
込
ん
だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
介

護
報
酬
改
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関

し
て
は
「
現
場
の
方
々
の
処
遇
改
善
に

構
造
的
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
話
し
た
。

■
介
護
給
付
費
分
科
会
で
「
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
」
が
議
題
に
（
12
月
16
日
）

特
養
、
老
健
な
ど
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
に
厚
労
省
が
そ
れ
ぞ
れ
論
点
と

対
応
案
を
提
示
。
特
養
で
は
緊
急
時
の

医
療
提
供
体
制
の
整
備
や
人
工
透
析
が

必
要
な
入
所
者
の
送
迎
・
付
き
添
い
の

評
価
な
ど
の
論
点
に
加
え
て
「
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
の
質
向
上
・
普
及
促
進
」
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設
管

理
者
研
修
の
受
講
を
「
努
力
義
務
」
と

す
る
案
な
ど
が
示
さ
れ
た
。

■
介
護
報
酬
の
大
幅
増
額
を
求
め
て
16

団
体
が
集
会
を
開
催
（
11
月
17
日
）

日
本
介
護
支
援
専
専
門
員
協
会
な
ど

介
護
関
係
16
団
体
が
発
起
人
と
な
り
、

東
京
都
内
で
「
介
護
現
場
で
働
く
人
々

の
暮
ら
し
と
や
り
が
い
を
支
え
る
集

会
」
を
開
催
し
た
。
介
護
現
場
で
働
く

人
々
の
賃
金
を
継
続
的
に
上
げ
、
介
護

事
業
者
が
健
全
な
経
営
が
行
え
る
よ

う
、
決
議
文
を
採
択
し
た
。

■
全
国
老
施
協
　
プ
ラ
ス
９
％
の
報
酬

改
定
を
要
望
（
11
月
17
日
）

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
は
「
令

和
６
年
度
介
護
報
酬
改
定
率
に
係
る
要

望
」
を
厚
労
省
の
間
隆
一
郎
老
健
局
長

に
提
出
。
プ
ラ
ス
９
％
の
引
き
上
げ
、

ま
た
は
物
価
・
賃
金
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ

て
毎
年
報
酬
を
見
直
す
シ
ス
テ
ム
を
作

る
こ
と
を
求
め
た
。

■
財
政
制
度
等
審
議
会
　「
メ
リ
ハ
リ

を
つ
け
た
報
酬
改
定
」を（
11
月
20
日
）

来
年
度
予
算
編
成
に
関
す
る
建
議
で

介
護
報
酬
改
定
に
触
れ
、
介
護
事
業
経

営
実
態
調
査
で
は
介
護
事
業
所
の
22
年

度
の
収
支
差
率
を
３
・
０
％
（
補
助
金

含
む
）
と
し
て
い
る
が
、
特
別
費
用
・

特
別
収
益
を
除
い
た
収
支
差
率
は
４
・

７
％
で
中
小
企
業
の
水
準
を
上
回
る
と

指
摘
。「
全
体
と
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
た
報
酬
改
定
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り

現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
増
を
最
大
限

抑
制
す
べ
き
だ
と
記
述
し
た
。

■
介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
「
原
則
２

割
」化
の
検
討
を
求
め
る（
11
月
20
日
）

財
政
制
度
等
審
議
会
は
来
年
度
予
算

編
成
に
関
す
る
建
議
で
、
介
護
保
険
制

度
の
持
続
性
確
保
の
観
点
か
ら
利
用
者

２
割
負
担
の
範
囲
拡
大
を
「
た
だ
ち
に

結
論
を
出
す
必
要
が
あ
る
」
と
記
述
。

ま
た
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間

（
27
～
29
年
度
）
に
向
け
、
原
則
２
割

負
担
化
や
３
割
負
担
の
判
断
基
準
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
し
た
。

■
㈱
推
進
協
　
第
5
期
分
校
募
集
説
明

会
2
を
開
催
（
11
月
21
日
）

10
月
に
続
き
、
第
5
期
分
校
募
集
説

明
会
の
第
二
弾
。
通
所
介
護
や
G
H
等

の
民
間
事
業
者
の
参
入
件
数
が
多
い
事

業
所
も
対
象
と
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に

20
件
超
の
参
加
申
込
が
あ
っ
た
。
実
際

の
申
込
に
繋
が
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

議
を
補
助
す
る
こ
と
が
可
能
な
親
族

な
ど
が
身
元
保
証
人
と
し
て
存
在
し

て
い
る
か
ど
う
か

・�

行
う
仕
事
と
、
行
わ
な
い
仕
事
を
区

分
し
、
雇
用
契
約
を
行
う
か
ど
う
か

・�

定
年
退
職
と
な
る
職
員
と
の
整
合
性

を
ど
う
捉
え
る
か
。
継
続
勤
務
の
申

し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
70
歳
以
上
で

も
更
新
す
る
か
ど
う
か

　
将
来
的
に
定
年
制
を
廃
止
す
る
こ
と

は
制
度
設
計
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。
現
在
の
制
度
は
、
定
年
制
を

前
提
に
考
え
た
場
合
、
複
雑
な
就
業
規

則
に
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
職
員
を

定
年
制
に
よ
り
退
職
さ
せ
た
と
し
て

も
、
次
世
代
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
な

ど
の
課
題
は
つ
き
ま
と
い
ま
す
。ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
と
業
務
効
率

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
時
間
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
な
か
っ
た
職
務
に
つ
い
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

専
門
性
の
あ
る
職
務
が
増
加
し
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
人
手
が
い
ら
な
く

な
る
と
い
う
発
想
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
。

杯
が
目
安
）
を
吹
き
か
け
て
30
分
ほ
ど
置

い
て
か
ら
水
で
流
す
。
水
分
を
拭
き
取
り

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
で
磨
く
。
水
道
の
蛇
口
が

ピ
カ
ピ
カ
に
！

▽
掃
除
の
便
利
グ
ッ
ズ

①
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
ハ
ン
ガ
ー

針
金
ハ
ン
ガ
ー
を
縦
長
に
曲
げ
、
使
用
済

み
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
か
ぶ
せ
る
だ
け
。
静

電
気
効
果
が
あ
り
高
所
の
ほ
こ
り
取
り
に

ぴ
っ
た
り
!

②
軍
手
ぞ
う
き
ん

ゴ
ム
手
袋
の
上
に
軍
手

を
装
着
！
雑
巾
の
よ
う

に
使
用
で
き
、
細
か
い

箇
所
の
掃
除
に
便
利
。

　
普
段
手
強
い
場
所
が
楽
に
き
れ
い
に
な

る
感
覚
は
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

�

（
井
田
）
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